
ケーススタディ | VCST 1

自動車製造業は、最高の品質
基準が要求される競争の激し
い業界です。特にコロナウィ
ルスがもたらした混乱の中
で、低コストを維持し、イノ
ベーションを促進しなければ
ならないという非常に強い圧
力にさらされています。プロ
セスと製品の継続的な改善
は、顧客のためにコストを削
減して価値を提供することに
加えて、あらゆる環境で競合
他社よりも先行するための鍵
となります。

VCST 社はスマートファクト
リーのイニシアチブを通じて
製品およびプロセスの継続的
な改善を促進 

VCST 社はデジタル変革
に専心
競争力を維持するには、製品とプロセスの改善点を
常に探し求める必要があります。自動車のパワート
レインおよびブレーキコンポーネントの世界的なサ
プライヤである VCST 社は、この課題について、コ
ロナウィルスによる混乱の影響を業界が受ける前に
すでに認識していました。 

BMT Group の系列会社である VCST 社は、自動車
の全体的な性能に大きな影響を及ぼすギアやその他
の極めて重要なコンポーネントを製造しています。
ベルギーのシント=トロイデンに本拠を置き、ほぼ 
50 年間にわたり操業している同社は、自動車 OEM 
およびティア 1 サプライヤとして優先的に選ばれ
るパートナーです。その品質と信頼性が評価され
ている VCST 社は、Continental Automotive 社、
フォルクスワーゲン グループ、American Axle 社、
フォード社、Caterpillar Perkins 社、DAF PACCAR 
社、BorgWarner 社、Cummins 社などのグローバ
ルブランドに製品を提供しています。 
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同社は、過去数年、デジタル変革と次世代工場を設
立にに取り組んできました。同社の工場はすでに高
度に自動化されていますが、製造メーカーにとって
自動車業界は競争の激しい環境です。規制やコスト
に対する極度の圧力により、製造メーカーは、効率
や品質を改善する方法を常に探し求める必要に迫ら
れています。コロナウィルスのために、こうした傾
向がより顕著になりましたが、同社はイノベーショ
ンを進めることで対応しました。

VCST 社はコスト、 
品質、イノベーショ
ン、市場投入までの期
間がビジネスに及ぼす
影響を重視
これらの圧力に直面する中 VCST 社では、ベルギー
にある工場にスマートファクトリーのイニシアチブ
を導入する好機を見出しました。同社の目標は、コ
ストの削減、製品品質の向上、イノベーションの加
速、市場投入までの期間の短縮でした。 

同社は効率に関する調査から始めました。工場の
大部分はすでに高度に自動化されていましたが、
品質部門とメンテナンス部門はそうではありませ
んでした。これらのサポート部門は紙ベースのプ
ロセスに依存しており、接続されていないシステ
ムがサイロ化された状態で稼動していました。そ
のため、ワークフローを自動化し、プロセスをデ
ジタル化することが、作業現場の効率を高めてコ
ストを削減する手段であることは明白でした。

品質はもう 1 つの重要な検討事項でした。自動車
業界では、品質を満たさない部品は問題外です。
顧客から苦情があれば、工場全体の検査が必要に
なり、長時間にわたる非稼動時間が発生し、利益
率に大きな影響を及ぼします。変更ガバナンスが
デジタル化されていない場合も、紙ベースのプロ
セスに時間がかかり、人為ミスが発生する可能性
があるため、品質に影響します。VCST 社は、コス

ト面だけでなく、自動車業界の顧客からの品質に対
する期待に応え、それを上回る水準を維持すること
に焦点を合わせました。 

それと同時に、同社は、騒音、信号、ハーシュネス 
(NVH) に関する新しい国際規制に準拠するために、
革新的なプロセスとテクノロジを導入する好機を見
いだしました。自動車は、電動化へと移行するにつ
れて、ますます静かになっています。エンジンから
聞こえる騒音と振動 (多くの場合、ギア同士の摩擦
から発生) が問題になっています。そのため顧客か
らは、騒音の発生源の相関関係を見つけるために、
プロセスデータが求められることになります。自動
車メーカーは、詳細なデータを提供し、特定のパラ
メータを特定の騒音しきい値以下に抑えることが期
待されます。イノベーションに失敗し、これらの新
しいサービスを提供できない場合、企業は顧客を失
います。 

最後に、システムがサイロ化し、ワークフローが分
断されていたため、製品製造に関して、あらゆるレ
ベルの変更に時間がかかり過ぎていました。変更
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の影響を評価するために必要なトレーサビリティ
データは、4 ～ 5 つの異なるシステムに存在して
いました。紙ベースのプロセスにより、製造に推
奨される調整を加えることが遅延していました。
VCST 社は製品の開発を進める中、収益を増大し
て、競争力を維持するには、変更をすばやく適用
できることが不可欠であると認識しました。

VCST 社と Ad Ultima 
Group はスマートファ
クトリーのイニシアチ
ブのためにエンドツー
エンドのビジョンを 
策定
VCST 社はこれを達成するために、主要なアドバイ
ザリーパートナーである Ad Ultima Group に注目
しました。Ad Ultima Group は、プロセスの改善
と、製品の開発、製造、および流通の自動化を専
門としています。そのため、VCST 社が価値を提供
し、イノベーションを促進する上で最適なパート
ナーでした。 

Ad Ultima Group と VCST 社は協力して、変革の取
り組みに向けたエンドツーエンドのビジョンを策定
しました。両社はモノのインターネット (IoT) およ
び包括的な製品ライフサイクル管理 (PLM) テクノ
ロジを活用して、IT 環境と OT 環境の間のギャップ
を埋めるコラボレーションプラットフォームのため
のフレームワークを開発し、ビジネス全体を対象と
する継続的な改善とスマートファクトリーイニシア
チブの基盤を構築しました。 

その戦略は、IoT と PLM の機能を統合することで
した。両社は、リアルタイムの IoT データとデジタ
ルソリューションを業務全体に浸透させることで、
VCST 社が市場投入までの時間を短縮し、より柔軟
で迅速な対応が可能になると考えました。そして、
統一されたシステムとスマートアプリケーションで
サプライヤ、人、デバイス、マシン、顧客を接続す
ることにより、信頼性と透明性のより高いプロセス
を構築することができました。 

VCST 社と Ad Ultima Group は、IoT と PLM 記録シ
ステムを統合して、「クローズループ型」ライフサ
イクルシステムを構築し、あらゆる変更とコンフィ
ギュレーション情報を取り込みました。両社は、
データを収集し、プロセスやマシンを監視して情報
をエンジニアリング部門に戻し、原因分析や是正処
置、予防処置に役立てることを計画しました。工場
内のエンジニアから機械やメンテナンスプロセスに
至るまでのあらゆる複雑な関係を対象として、製品

Ad Ultima Group は、VCST 社のデジタル変革に関与する重要
なアドバイザリーパートナーです。VCST 社のインダストリー 
4.0 の取り組みのために、包括的なエンドツーエンドのビジョン
の確立をサポートしました。VCST 社と Ad Ultima Group は、製
品の状態が継続的に監視され、エンジニアリングおよび製造サ
イクルに共有される、クローズループ型の製品ライフサイクル
管理 (PLM) システムを共同で開発しました。この「唯一の正し
い情報源」により、VCST 社は、イノベーションを通じて、製品
の品質と競争力を高めることができました。 
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やプロセスを継続的に改善するためのインサイト
を獲得し、そのパターンを見つけることができる
システムを設計しました。

「以前の取り組みでは、私たちはサイロ化された
状態で考えていました。その後、既存の枠組みに
とらわれずに考える必要があることをすぐに理解
しました。エンドツーエンドのシナリオで考える
必要があったのです。PLM と IoT ソリューション
を結び付けることに関して Ad Ultima Group か
ら提供された包括的な観点は、強固なデジタル
基盤の確立と継続的な変更管理ループの作成に
役立ちました」と、自動車事業部門の VP である
エディー・ヴァン・ステイフールト (Eddy Van 
Steyvoort) 氏は述べています。

VCST 社と Ad Ultima Group は、この導入に向けて
モジュール式のアプローチを構想しました。つま
り、プラットフォームを VCST 社の IT および OT シ
ステムに、一度にすべてではなく、1 つずつ柔軟に
統合するアプローチです。プロジェクトを迅速に
開始し、その過程で成功を積み重ね、完全入れ替
え型のソリューションに伴うリスクを削減するた
めに、このアプローチを採用しました。必要なこ
とは、このビジョンを実現する適切なテクノロジ
の導入でした。 

VCST 社と Ad Ultima 
Group は PTC と提携
して IT/OT コラボレー
ションプラットフォー
ムを導入
この取り組みの理想的なテクノロジパートナーと
して PTC がすぐに浮かび上がりました。PTC はよ
り大規模な BMT Group とすでに関係を築いていた
ため、VCST 社は安心して PTC と強力なパートナー
シップを結ぶことができました。 

「VCST 社と戦略レベルで協業できて嬉しく思っ
ています。PTC のテクノロジを活用することによ
り、VCST 社のために次世代の IT アーキテクチャを
構築できました。デジタル変革には、エンドツーエ
ンドの考え方が必要です。デジタル変革は、ビジネ
スのほんの一部を対象にしたものではありません」
と、Ad Ultima Group の CEO であるフィリップ・
ボズイット (Fillip Bossuyt) 氏は述べています。

VCST 社がスマートファクトリーのイニシアチブ
を推進し、長期的目標を達成するために使用した
ソリューションは、PTC の ThingWorx IIoT プラッ
トフォーム、ThingWorx Kepware Server、およ
び Windchill でした。さらに、PTC の IoT および 
PLM ソリューションにより、VCST 社は、柔軟なモ
ジュール式のアプローチを通じて IT/OT コラボレー
ションプラットフォームを構築し、このプラット
フォームを ERP (SAP) などの既存のシステムに 1 つ
ずつ統合することができました。 

「PLM と IoT ソリュー
ションを結び付けるこ
とに関して Ad Ultima 
Group から提供され
た包括的な観点は、強
固なデジタル基盤の確
立と継続的な変更管理
ループの作成に役立ち
ました」 
自動車事業部門 VP、エディー・ヴァン・ステ
イフールト (Eddy Van Steyvoort)
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ThingWorx と ThingWorx Kepware Server は、
アセット監視と自動化のシナリオを推進する強力
な IoT ソリューションです。Kepware Server は、
VCST 社の多様なレガシーマシンと PLC を接続す
るために必要な柔軟性を提供します。ThingWorx 
は、VCST 社の業務全体にわたるデータを接続、収
集、解析し、製造のすべての側面をより詳細に把
握できるようにします。 

VCST 社は、エンジニアリング、オペレーション、
サプライヤ、顧客の垣根を超えて唯一の正しい情
報源を提供するデータガバナンスとトレーサビリ
ティのために、Windchill を包括的な PLM ソフト
ウェアとして導入しました。現在、工場内のすべ
ての変更は管理され、プロセス計画や設計部品表 
(EBOM) および製造部品表 (MBOM) に結び付けら
れています。また、ThingWorx Navigate により、
役割およびタスクベースのアプリが提供されるた
め、エキスパートではないユーザーがシステムの
コンテキスト内で製品データを表示して操作でき
るようになっています。さらに、IoT 情報を PLM 
ソフトウェアに取り入れることで、VCST 社はパ
ターンを見つけて、製品とプロセスを継続的に改
善することが可能になりました。 

VCST 社は PTC のソリューションとすぐに使えるア
プリケーションの柔軟性を活用して、モジュール式
のアプローチで実装を実現できました。Windchill 
のオープンアーキテクチャは、IoT などの他のエ
ンタープライズシステムとの統合を可能にし、製
品を主体としたデジタルスレッドの基盤を提供し
ます。VCST 社と Ad Ultima Group は Windchill と 
ThingWorx の標準化された API を利用して、プロ
ジェクトを小分けにして完成させました。

VCST 社はいくつかの 
戦略的取り組みを中心
としてデジタル変革を
構成
コラボレーションプラットフォームは VCST 社に数
え切れない機会をもたらしました。その一方で、
PTC および Ad Ultima Group と連携した最初のス
マートファクトリーイニシアチブは、エンドツーエ
ンドのアプローチでサイロ化を解消して、全体的な
効率を高め、製造力を強化することを中心に展開し
ていました。VCST 社はこれらのユースケースでコ
ストの削減、製品品質の向上、イノベーションの加
速、市場投入までの期間の短縮を実現することによ
り、顧客により大きな価値を提供し、自動車業界で
リーダーとしての地位を固めることができました。

VCST 社は運用データを収集してパ
ターンを特定し、製品とプロセスを
改善

VCST 社はオペレーション全体にインテリジェンス
を注ぎ込みました。統合された IoT および PLM シ
ステムを活用して、品質に関して完全な透明性を実
現しました。データの取り込み、品質管理、是正処
置と予防処置のプロセスを改善するとともに、製品
の品質を高めることに成功しました。また、プロセ
ス全体で変更をより迅速に記録および実行すること
により、より高品質の製品をより速く生産し、市
場投入までの期間を大幅に短縮しています。VCST 
社では、変更を実装するための時間が 25 % 短縮さ
れ、平均修理時間が大幅に削減されると予測してい
ます。

VCST 社が獲得したオペレーショナルインテリジェ
ンスは、ギア同士の摩擦から発生する騒音を減らし
たいと考えている顧客に大きな恩恵をもたらしまし
た。同社は製造のあらゆる側面を追跡して、プロセ
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スデータを監視および解析し、潜在的な騒音源を
特定しています。VCST 社は、これらの広範な記録
を活用して、マシンのプロセスデータを顧客に提
供し、騒音の原因を探し出すことをサポートして
います。その結果、工場内にコンカレント設計プ
ロセスを導入し、競争で優位に立つために必要な
イノベーションを加速できるようになりました。 

VCST 社は継続的な改善
を可能にし、すでに未
来を見据えている
VCST 社では、ベルギーの工場で初期ユースケース
の導入を最終的に進めていることろであり、コス
ト、品質、イノベーション、市場投入までの期間
に関して大きな成果が得られることに自信を深めて
います。こうした取り組みは今後も継続されます。
同社は市場で最高のパワートレインとブレーキコン
ポーネントを提供するという目標に向けて順調に前
進しています。

VCST 社は、PTC および Ad Ultima Group とのパー
トナーシップを通じて、これまでの成功を基にし
た、より戦略的な取り組みをすでにいくつか計画し
ています。同社は品質プロセスと変更管理をさらに
改善するために、エンジニアリング部門に PLM ソ

VCST 社では、変更を実装
するための時間が 25 % 短
縮され、平均修理時間が大
幅に削減されると予測して
います。

「私たちのチームは、かつ
てないほど迅速かつ正確に
作業を行えるようになりま
した。PTC と提携したこと
により、リソース、時間、
資金を最適な方法で活用で
きます」
VCST、スマートファクトリー担当マネージャー、 

ティム・ポルニス (Tim Polleunis)

VCST 社は OEE を改善してコストを
削減  

VCST 社は強力なアセット監視と利用率のユース
ケースを導入し、OEE を改善しました。マシンの
リアルタイム監視と診断により、マシンの状態を
詳細に把握し、計画外の非稼動時間を排除して、
アセットの利用率を最大化できました。チームの
効率を高め、OEE を改善したことに加え、工場全
体に利用可能な自動化を拡張しました。同社のメ
ンテナンスと品質チェックは、より迅速で正確な
ワークフローを通じて実行されるようになり、品
質を維持しながら生産量を拡大しています。 

「私たちのチームは、かつてないほど迅速かつ正
確に作業を行えるようになりました。PTC と提携
して、ThingWorx、Windchill、SAP を導入したた
め、リソース、時間、資金を最適な方法で活用で
きます」と、VCST 社のスマートファクトリー担当
マネージャーのティム・ポルニス (Tim Polleunis) 
氏は語っています。 
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フトウェアを導入するプロセスを進めています。
また、Creo を使用して、2025 年にはすべての設
計を 3D で完成させる取り組みを開始しています。
このモデルを主要な要素とすることで、バリュー
チェーンの関係者全員がデータの進化的な発展を
目にすることができるはずです。  

もう 1 つのプロジェクトは、Vuforia の拡張現実
ツールを中心に展開しています。Vuforia Expert 
Capture を活用して、拡張現実 (AR) による詳細な
ステップバイステップの作業指示を作成すると、
メンテナンス技術者が作業をより迅速かつ正確に
行えるようになります。また、Vuforia Chalk を使
用すると、パートナーが出張できない場合など、
リモートアシスタンスための簡単はツールをすば
やく利用できるようになります。拡張現実のこれ
らのユースケースはまだ初期のパイロット段階で
すが、その価値はすでに明らかになっています。 

「私たちが作成した AR ツールを使用すると、グ
ローバルな視点からローカルの人たちサポートし、
作業方法や問題解決方法を示すことができます。拡
張現実ツールにさらに多くの資金を投資する必要

があることを認識しています」と、エディー・ヴァ
ン・ステイフールト氏は述べています。

VCST、PTC、および Ad Ultima Group は長期的で
実りの多いパートナーシップの関係を強化し続けて
います。「私たちの成果について、すべての顧客が
とても喜んでいます。また、VCST、PTC、および 
Ad Ultima Group の提携に大きな期待を寄せていま
す」と、エディー・ヴァン・ステイフールト氏は
語っています。

www.ptc.com/ja/case-studies
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